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5.今後の取り組み
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運営主体と全国展開について
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・情報広報委員会内 情報部会：４名
・サポート建築士（建築士会会員） ：6名

杉本真理子 / COO DESIGN OFFICE / ARCHICAD
開達也 / 開建築設計事務所 / ARCHICAD
畝啓 / 畝啓建築事務所 / GLOOBE
正木孝英 / マサキ1級建築士事務所 / GLOOBE
坂崎有祐 / 有建築設計舎 / REVIT
原口広 / ARCHITECT BUILDER 原忠 / VECTORWORKS

・全国４７都道府県建築士会
・ソフトウェアベンダー４社
・日本建築士会連合会 事務局

住宅設計でBIMを活用している会員建築士と共に事業を運営し、他の建築士にBIMを身近に感じてもらえるよう努めた。



活動の概要
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・2次元CADを使いつづけている建築士にBIMの良さを伝える
・木造建築物もBIMを活用して作図できることを伝える
・建築士の新しい技術サービスの活用イメージを伝える
・明るい建設業の未来を共有し、次世代に継承することを伝える

→木造BIMを学ぶ場を建築士会連合会が提供する
→４つの代表的なソフトウェアで同じモデルの住宅を作図しそれぞれのソフトウェアの特徴を理解する
→まずは使ってみる！体験版の入手先とともに、テンプレートファイルやコンポーネントを同時公開する
→敷地のモデリングからプレゼンテーションまで一連の流れをすべて網羅したテキストはサポート建築士が作成
→操作についてわからないことがあれば、ポータルサイトを通じて質問を受け付け、サポート建築士が回答

どうすればBIMが普及するかを考え、自分たちにも施主にもBIMのよさがあることを伝えるよう努めた。



BIMポータルサイト
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・建築士会連合会BIMポータルサイト

部会員がすぐ内容更新できるようWORDPRESSを用いた。サイトはスマートフォンやタブレットにも対応。



BIMポータルサイト
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・建築士会連合会BIMポータルサイト サポート建築士の紹介

身近に感じる会員建築士のBIMへの取り組みや顔写真を掲載し、BIMへのはじめの一歩のハードルを下げるように工夫した。



チュートリアルテキスト、
動画公開サイトのご紹介
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動画とテキストには登録を必要とし、受講者の属性が分かるようにした。幅広い世代の建築士が受講している。

WEBセミナーページ（チュートリアルテキストダウンロードおよび、
動画視聴サイト）のアクセス方法

①.建築士会連合会BIMポータルサイトへアクセス
②.WEBセミナーサイトにて必要情報を登録
③.メールにて、IDとパスワードを取得
④.ログインページより取得したID,PWにてログイン
⑤. 動画視聴サイトに遷移する
⑥.チュートリアルテキストダウンロードより

各ベンダー毎のテキスト、テンプレートをDLする



チュートリアルテキスト、動画公開サイトのご紹介
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動画は10分程度で章ごとに作成、いつでも学べるよう工夫し、テキストに載っていない操作のコツなども公開した



チュートリアルテキスト、
動画公開サイトのご紹介
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実在する住宅の設計をアレンジし、基本設計にかかわる作業一覧をテキストで網羅



チュートリアルテキスト、動画公開サイトのご紹介
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動画の公開日に違いがあるのでアクセス数には差があるが、（特に６０歳代の建築士が）学んでいる様子が伺える

2121/11/30現在

章別アクセス数において“０”のところは、章立ての都合で動画が存在しないことを示す



今後の取り組み

2021/12/10 公益社団法人 日本建築士会連合会 10

活動をきっかけに、BIMによる新技術の普及や周知につとめ、必要があれば他団体とも引き続き連携したい

1.各県の建築士会と連携し、ボトムアップ事業を実践する
→個別の講習会を開催したり、エリアリーダーを育成して普及につなげる

2.サポート建築士やベンダーの協力のもと、ポータルサイトを通じて情報公開を推進する
→サポート建築士には引き続き操作方法の質問等への対応に協力してもらい、参加建築士をケアする

3.BIMの先進的な事例（ポイントクラウド、シミュレーションやプレゼンテーション）の事例を収集し公開する
→建築士会の会誌やホームページ、全国大会でのセミナーを通じて会員と情報を共有する

4.他団体とも連携し、建築士の業務の生産性向上や技術サービスの向上を支える
→建築確認におけるBIM活用推進協議会と連携し、４号建築物の確認申請図の作成に協力
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ご清聴ありがとうございました。

情報広報委員会
情報部会長 大石佳知（岐阜県建築士会）


